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国難に立ち向かう （令和８年１月１６日　防災講演会）

～東日本大震災から１５年　

福島第一原子力発電所事故を振り返る～
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新年明けましておめでとうございます。

令和８年の新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。

会員の皆様方におかれましては、日ごろより、当協会の事業運営などに多大なるご理解と

ご協力をいただいておりますことに、心より感謝申し上げます。

お陰を持ちまして、令和７年６月には、全国危険物安全協会理事長表彰を受賞することが

できました。これもひとえに会員の皆様方のご支援、ご尽力の賜物と厚くお礼申し上げます。

さて、今年は、東日本大震災が発生してから１５年、熊本地震が発生してから１０年とい

う節目の年です。被災された方々には改めて心からお見舞い申し上げるとともに、暮らしや

地域の再建などにご尽力されている皆様には、敬意と応援の気持ちを捧げたいと思います。

現在の日本列島では、南海トラフ巨大地震や首都直下地震の発生が危惧されていますが、

昨年１２月には青森県東方沖地震発生後に、初めて「北海道・三陸沖後発地震注意情報」が

発表されるなど、いつどこで広域的な地震災害が発生するか分かりません。

また、気候変動も著しく昨年の夏も記録的な猛暑となり危険な暑さが続きました。九州地

方から東北、北海道地方にかけては猛暑と大雨が交互に続くなど、自然災害の頻発化、激甚

化が顕著となっております。

こうしたことから、あらゆる状況下における災害への備えがますます重要となっており、

当協会の担う使命の重さを改めて深く認識しているところでございます。

今後とも、「災害に強いまちづくり」を推進するため、会員の皆様とともに力を合わせ、

市民・事業所・行政が連携した地域防災力の向上を図ってまいりたいと考えておりますの

で、ご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

結びに、本年が災害の無い穏やかな一年となりますことと、皆様方のますますのご多幸と

ご健勝をご祈念申し上げまして、年頭の挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶

災害に強いまちづくり

相模原市防災協会 理事長　小 川 喜 平
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新年明けましておめでとうございます。

令和８年の新春を迎え、公益社団法人相模原市防災協会の会員の皆様に謹んで年頭のご挨

拶を申し上げます。また、皆様には、日頃から本市消防行政に対しまして、ご理解とご協力

を賜り厚くお礼申し上げます。

令和７年を振り返りますと、例年にない大規模な林野火災が各地で発生し、特に２月に岩

手県大船渡市で発生した林野火災は短時間の内に広範囲に延焼拡大しました。この火災によ

り３，０００haを超える広大な土地、２２６棟の建物が被害を受け、１人の尊い人命が失わ

れました。本市からも緊急消防援助隊神奈川県大隊の一員として延べ２４隊、８１人の隊員

を派遣し、消火活動を実施したところでございます。また、住宅火災では、１１月に大分県

佐賀関で発生した木造住宅密集地の火災も甚大な被害をもたらしました。いずれの火災も乾

燥と強風が一因となって急速に拡大したものであり、火災の未然防止の重要性を再認識した

ところです。本市におきましては、火災を未然に防ぐために相模原市防災協会と消防局が連

携し、火災予防思想の普及啓発を行ってまいります。

地震については、６月のトカラ列島群発地震や１２月の青森県東方沖を震源とする地震な

ど各地で大きな地震が依然として発生しているため、近い将来に発生が危惧されている南海

トラフ地震や首都直下地震への備えを推進していく必要があると感じております。

相模原市消防局は、大規模かつ複雑多様化する災害に的確に対応するため、今後も職員の

教育・訓練や施設・装備の充実に取り組み、消防・救急体制の更なる強化を推進してまいり

ます。本市が目指す「安全で安心な暮らしやすいまち」を実現するために市民、事業所そし

て行政が一体となって取り組むことが重要であり、相模原市防災協会には、この橋渡しとし

ての役割を担っていただくことを期待しております。

会員の皆様におかれましては、各事業所の防火・防災体制の充実強化に努められますとと

もに、今後も消防行政に対するご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、相模原市防災協会のますますのご発展と会員の皆様方のご健勝を心からご祈念申

し上げ、新年の挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶

「安全で安心な暮らしやすい
まち」の実現に向けて

相模原市消防局長　三 澤 　 誠
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Save a life. Save the Earth.

消火器のトップメーカー㈱初田製作所 代理店
各種消火器、消防設備工事及び保守点検一式

有限
会社

相模原市中央区清新6-17-21　TEL（042）773-2611㈹　FAX（042）773-2623

新年明けましておめでとうございます。

令和８年の輝かしい新春を迎え、公益社団法人相模原市防災協会会員の皆様に謹んで御祝

辞を申し上げます。

皆様におかれましては、日ごろより消防団の活動に対しまして、御理解と御協力を賜り厚

く御礼申し上げます。

昨年を振り返りますと、２月に発生した「大船渡市林野火災」をはじめ、１１月には大分

県大分市において大規模な火災が発生するなど国内各地で災害が発生し、甚大な被害を及ぼ

しました。被災された方々に心からお見舞い申し上げますとともに、消防団の活動の重要性

を改めて再認識いたしました。

市消防団といたしましても、火災はもとより、自然災害等広範囲にわたる災害から、市民

の生命、身体、財産を守るべく、喫緊の課題である消防団員の確保をはじめ、消防団装備の

充実などを推進し、より一層消防団を強化してまいりたいと存じます。

つきましては、市民、事業所、行政が一体となり誰もが安全で安心して暮らせるまちづく

りを進めていくことが重要であり、市民と行政を結ぶ役割を担っている公益社団法人相模原

市防災協会の存在意義は、ますます重要なものとなっております。

会員の皆様方におかれましては、それぞれの事業所の防火・防災体制の強化に努められま

すとともに、市消防団の活動に、御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、公益社団法人相模原市防災協会のますますの御発展と会員の皆様方の御健勝を心

から御祈念申し上げ、新年の御挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶

災害に強い相模原をめざして

相模原市消防団長　原 　 和 彦
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令和８年１月１６日（金）に、ほねごり杜のホールはしもとに於いて、相模原市消防局との共催に

より、防災講演会を開催いたしました。

今年は、東日本大震災の発生から１５年が経過することから、当時東京消防庁の統括隊長で、地震

後の福島第一原子力発電所事故で冷却機能が失われた原子炉への放水対応にあたられた、冨岡豊彦氏

をお迎えして、「国難に立ち向かう」と題して、緊迫した災害対応及び危機管理に関する講演をいた

だきました。

近年、南海トラフ地震などの巨大地震発生が危惧され、防災対策に関心が高まっていることから、

多くのご来賓や会員事業所の皆様、そして市民の皆様のご参加をいただき、盛大に開催することが出

来ましたことと、熱心にご聴講いただきましたことにつきまして、心より感謝を申し上げます。

今後におきましても、防災対策に肝要な講演会や研修、訓練などを実施してまいりますので、会員

の皆様のご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

防災講演会を開催いたしました

冨岡講師 講演状況 理事長あいさつ

住宅用火災警報器等、消防設備に関するご相談は当組合へ！

相模原市防災設備協同組合
事務局　〒252-0318　相模原市南区上鶴間本町4-48-8

TEL  042-740-1222　　FAX  042-744-4169

㈱岡　本　商　会

㈲ススム消防設備

東　京　消　設㈱

㈱ 見 上 防 災 設 備

㈲初　田　商　会

㈲防　災　電　設

㈱カ　ワ　ゾ　エ

㈱ ト　ー　 タ　 ス

南区双葉1-5-1
TEL042-744-0558

中央区田名塩田4-17-9
TEL042-777-6388

南区上鶴間本町4-48-18
TEL042-744-4167

南区御園1-11-23
TEL042-742-5494

中央区清新6-17-21
TEL042-773-2611

緑区名倉3149
TEL042-687-4264

南区若松3-47-15
TEL042-744-3145

中央区淵野辺4-15-21-102
TEL042-707-7115

相 模 設 備 工 業 ㈱

㈲セーフティワン

㈱東　弘　商　会

㈱ザイマックス防災テクニカ神奈川

㈱河 本 総 合 防 災

㈲時　田　防　災

㈱ ア　　 キ　　 タ

㈲相模共栄防災設備

中央区横山台2-34-19
TEL042-753-2828

中央区清新2-1-6
TEL042-796-8761

南区当麻1122-3
TEL042-777-5816

南区上鶴間6-7-6
TEL042-705-1672

中央区鹿沼台2-1-3
TEL042-752-6121

中央区清新5-4-7
TEL042-772-5718

南区相模台6-17-20
TEL042-744-4968

緑区大島2885
TEL042-762-0880
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南 消 防 署 の 日 勤 救 急 隊 を 紹 介 し ま す ！南 消 防 署 の 日 勤 救 急 隊 を 紹 介 し ま す ！南 消 防 署 の 日 勤 救 急 隊 を 紹 介 し ま す ！南 消 防 署 の 日 勤 救 急 隊 を 紹 介 し ま す ！南 消 防 署 の 日 勤 救 急 隊 を 紹 介 し ま す ！南 消 防 署 の 日 勤 救 急 隊 を 紹 介 し ま す ！南 消 防 署 の 日 勤 救 急 隊 を 紹 介 し ま す ！
○わたしたちの一日の流れ

○本間隊長からのひとこと

二人とも公私ともに大変ながらもとても頑張っ

ています。向上心も溢れているので、指導にも

つい力が入ります！！

○まとめ

現在は２名の女性職員が育児と両立しながら日

勤救急隊として活躍していますが、今後は女性

による育児だけでなく、介護や男性の育児参加

など、当直勤務が困難な様々な職員の活躍の場

として拡がれば良いなと思います。

○日勤救急隊とは・・・

　相模原市消防局の南消防署には日勤救急隊が配置されています。日勤救急隊は、指導救命士

の隊長１名と女性隊員２名の救急救命士有資格者３名で編成されています。一般の救急隊は

２４時間出場しますが、日勤救急隊は平日の９時３０分から１６時１５分までの出場時間と

なっています。指導救命士は、救急出場のほかに、他の部隊の救急活動について指導・助言を

行うなどの業務を担っています。

　育児などの理由で２４時間の当直勤務につくことが困難な職員でも、勤務を日中に限定し、

勤務時間を短くすることで働きやすい環境が作られ、救急救命士の資格を有する職員の活躍の

場がさらに拡がりました。

○日勤救急隊で働く２名のママさん救命士！

育児休業から復帰した後も、救急隊として勤務をしたい

と考えている中で、この日勤救急隊の勤務体制は非常に

ありがたく、とても働きやすい環境で仕事ができていま

す。娘が「ママは救急車の人なんだよ！」と嬉しそうに

おともだちに伝えている姿をみると、微笑ましく、仕事

へのモチベーションもあがりますね。

　仕事と育児の両立はとても忙しく、毎日時間に追われ

ています。職場に育児の先輩がいるので休憩時間などに

よく相談に乗ってもらっています。

　大変なことばかりですが、こどもの笑顔や成長をみる

と、「この子のために頑張らなければ！」と思わされます。

頑張らせてくれるこどもと働きやすい環境を作ってくだ

さる職場に感謝です！
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勤務中に保育園からお迎え要請の

電話がくることも…。人員を確保

してもらい早退させてもらうこと

もあります。

やっと一息…。

ここからは時間との勝負！！

消防用設備等の工事並びに保守点検

建設業許可

神奈川県知事許可（般－7）25219号　消防施設工事業
本　社 〒252-0336

相模原市南区当麻1，122－3

電話 042－777－5816 ㈹

FAX 042－777－5818

E-mail : tokosyoukai@jcom.home.ne.jp

川嶋と娘

笠井と娘

川嶋・本間隊長・笠井

消防局からのお知らせ　南消防署情報
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お知らせ

社会福祉施設等防火実務研修会の紹介
　社会福祉施設等に勤務されている皆さま向けに、防火実務研修会を実施しています。

　夜間、休日などの少人数勤務の際に、災害が発生した場合、何を優先して行わなければならないか

を一緒に考えていただけるような、いざというときの対応を踏まえた研修内容としております。

　今回は、令和７年７月に北消防署にて実施し、３事業所から６名の方が参加されました。

　研修会参加者の中から、いただいたご感想を御紹介させていただきます。

★研修会の内容★

１ 過去に発生した社会福祉施設等の火災事例について

２ 緊急時の要援護者搬送訓練 

（身近な物品を使用して救出・搬送、ベッドからの搬出、階段での搬送方法等）

３ 心肺蘇生法（胸骨圧迫）、ＡＥＤの取扱い訓練

４ 深夜の施設における火災対応訓練

（自動火災報知設備、１１９番通報、火災通報装置、初期消火活動、避難救出要領等）

ベッドからの搬送 避難誘導、救出要領心肺蘇生、ＡＥＤ取扱い

消防・防災のことならまず相談!!

消火設備・火災報知設備
避難設備・非常放送設備

設計施工
保守点検

〒252-0318
相模原市南区上鶴間本町4-48-18

（042）744-4167㈹
（042）744-4169　

消火栓設備工事設計施行

神奈川県県営水道登録工事店

相模原市指定下水道工事店

相模原市中央区中央6丁目10の26

㈱ 今 井 水 道
代表取締役　今 井 寿 幸

電話　相模原 （042）752-5234・5235

　　　　　　　アリビオこぶち壱番館 　星野 達也 様

　今回の研修において、夜間帯の、職員が少ない状況における、優先度を

意識した訓練の実践は、現実の火災時における行動そのものであり、自分

たちの施設における訓練に生かしたいと思います。

　また、応急手当の訓練において、例えば、胸骨圧迫は絶え間なく行うこ

とが重要であり、間を開けるとあっという間に脳の血流が下がってしまうことなど、手順のみな

らず、いざ行う時に欠かせない知識も得る事が出来ました。
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　消防団活動への協力が社会貢献として広く認められ、信頼性が向上すると同時に事

業所の協力を通じて、地域防災体制をより一層充実させることを目的とした制度です。

認定された事業所は、「消防団協力事業所表示証」を事業所の社屋等へ表示できるほ

か、広く一般に広報することができ、事業所のイメージアップにつながります。

　　　　相模原市消防局　消防部　

消防総務課　消防団支援室　　TEL ０４２－７５１－９１１６

消防局からのお知らせ　消防団情報お知らせ

相模原市消防団協力事業所

□従業員が消防団員として３名以上入団している

□従業員の消防団活動について積極的に配慮している

□災害時等における消防団への資機材等の提供などに

協力している

□その他、消防団活動に協力することにより、地域の

防災体制の充実強化に寄与している

消防団員 募集しています！

表示制度の認定基準

市公式ＨＰ
消防情報➤消防団

次のいずれかに該当する事業所を認定しています

市内に在住・在勤の１８歳以上の健康な人であれば

性別問わず入団できますので、興味のある方は、

お近くの消防署又は消防総務課までお問い合わせください。

女性や学生も活躍しています。

相模原市中央区横山台２－３４－１９　ＴＥＬ（０４２）７５３－２８２８（代表）　ＦＡＸ（０４２）７５２－９８９８

設計・施工からメンテナンスまでお気軽にご相談ください。

消防設備

皆様の安全をサポートします

～ 命を守ろう　日常から ～

メイちゃん マモルくん防災用品 防犯設備

https://www.saga-setsu.co.jp
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消防局からのお知らせ　救急情報

命を救う切り札でありたい！
救急車の適正利用にご協力ください！

自家用車がない 入院日だから 救急車で行くと
早く診てもらえる

タクシーは
お金がかかる

【温度変化に注意】
　冬季は「ヒートショック」などに注意し、
居室やリビングだけでなく、お風呂場やトイ
レ、廊下などの温度変化にも注意し、急激な
温度変化を作らない環境づくりを心がけま
しょう。

（注１）突然の激しい頭痛や持続する胸の痛みなどの緊急時は、迷わず１１９番へご連絡ください。
（注２）医療機関案内については、相模原救急医療情報センターが開設している時間帯は、相

模原救急医療情報センター（０４２－７５６－９０００）をご案内します。
（注３）市外局番が「０４２」地域の固定電話から♯７１１９へかけますと、東京消防庁救急相談

センターに繋がってしまいますので、「０４５」から始まる直通番号をご利用ください。

詳細は県ホームページを参照してください。⇒

救急車や救急医療は限りある資源

　救急車は、事故などによる大けがや急な病気などで、緊急に病院で診察が必要な人のため

のものです。次のような場合は誤った利用の一例です。

救急は予防できる！？

　救急車が必要になるような病気やケガをほんの少しの注意や心がけで防ぐ取組みを「予防

救急」といいます。予防救急の一例を紹介します。

救急車を呼ぶか迷ったら・・・

● 携帯電話・スマートフォンからの場合

かながわ救急相談センター（救急医療相談・医療機関案内窓口）

● 固定電話からの場合

045-232-7119、045-523-7119

【手洗い・マスク着用の励行】
　感染予防対策を知ることで、感
染症の発生・拡大を防ぐことがで
きます。

【転倒・転落防止】
　段差や滑りやすい場所などの危
険箇所に注意し、整理・整頓を心
がけ、 廊下や部屋の明るさにも注
意してください。

【お問合せ先】　消防局警防部救急課　電話０４２-７５１-９１４２

２４時間３６５日

♯
シャープ

７ １ １ ９
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従来の訓練に参加したことのない方にも初期消火を体験してもらえるように導入しました。

相模原市内の事業所や自治会など消防職員の派遣がある訓練でお使いいただけます。

消防局からのお知らせ　救急情報

【お気軽にご相談下さい】

〒252-0321

相模原市南区相模台6-17-20

電話　042-744-4968

FAX　042-744-4924

mail：

akita@mx6.ttcn.ne.jp

消防用設備等工事

法 令 点 検

防 火 対 象 物 点 検

防 災 用 品 ・ 標 識

防犯セキュリティシステム

一 般 電 気 工 事

太陽光ソーラーシステム

相模原市消防局では、全国の消防機関で初めてＭＲ技術を活用した消火機材を導入しました。

ＭＲとは

Ｍｉｘｅｄ Ｒｅａｌｉｔｙ（複合現実）の略称で、頭に装着

するディスプレイ（ゴーグル）を通して現実世界に仮想

の物体を投影し、自由な位置や角度から体感できる技術

です。

ゴーグルを通して見た世界に仮想の

火災と消火器を発生させ、コント

ローラーで仮想の消火器を操作して

仮想の火災を消します。

概念図　　　

お問い合わせ先　予防課（電話番号：０４２－７５１－９１１７）

ご利用に関する手続きは、相模原市内の消防署へご相談ください。

※　個人への貸出しは行っておりません。

実際の景色 ゴーグルを通して見た世界

ＭＲ初期消火体験機材のご案内

いつも勤務している場所や知っている場所で仮想の火災を発生させます。身近な場所で発生

する火災のイメージは、火災をより身近なことと捉えることができ、安全に初期消火の重要

性を体験できます。

消防局からのお知らせ　火災予防情報
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お知らせ

令和７年度 防火ポスターコンクール 最優秀賞！！

防火ポスターコンクール

最優秀賞（理事長賞）の

作品（辻 みなもさん）を表彰

キャラクターグッズが登場します！！

上溝小学校の校長先生、お母さまと撮影

相模原市防災協会の小松常務理事が表彰

各公共機関や神奈中バスの車内にも掲示されています。
みなさまいつもご協力ありがとうございます。

今年も各種の研修会を予定しています。
日程、内容などは
　　　ホームページをご覧ください。

http://sdpa.or.jp/

防災協会ＳＤＰＡ

オリジナルキャラクターＴシャツなど

ご意見、ご要望、キャラクターのニックネームなどを

どんどんお寄せください。

制服・作業服・帽子・防寒衣・防火服・防災用品・消防防災機器・その他関連用品

本社／〒252-0332 相模原市南区西大沼１－６－６

TEL 042-753-7531　FAX 042-753-7538
e-mail:info@kantoukoike.co.jp　  ・ 環境生活文化機構会員

株式会社 関東小池




